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給 文 事 査 結 果 の 要 旨
本研究は､インフルエンザ脳症における全国調査行い､疫学的解析によって年齢別
臨床的特徴を明らかにすることを目的としている｡本邦の1998年から2002年の4年
間に発症し､厚生労働省研究班に報告された 15歳以下の472例について解析し､症
例をo･5歳と6･15歳の2群に分けて､オッズ比と95%信頼区間を算出して比較してい-
る｡年齢分布は1･2歳にピークを示し､発症数と年齢は逆相関を示している｡0･5歳の
群は382例､6･15歳の群は90例で､0･5歳の群と比較して6-15歳の群では､インフ
ルエンザウイルスBによる発症が多くみられた｡また初発神経症状として､6･15歳の
群では､けいれんが少なく意識障害と意識変容が多くみとめられた｡さらに血清トラ
ンスアミナーゼ上昇が少なく､入院時の頭部 CTでは低吸収域の頻度が少なく､後遺
症率が低かった｡このように､本研究は､インフルエンザ脳症の蕗床経過､検査デー
タ､頭部画像所見などにおいて､年齢による差異が路やられるという重要な知見を示
す価値ある業績であると絡める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
